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日 本 の 天 文 台
天 文 台 と い う と 丸 い ド ー ム の あ る 建 物 と い う イ
メ ー ジ が あ り ま す 。 最 近 は 丸 い ド ー ム も 学 校 の 屋
上 や 個 人 の 家 、 な か に は ペ ン シ ョ ン 等 で も 見 ら れ
る よ う に な り ま し た 。 そ れ だ け 望 述 鋭 が 普 及 し て
き た と い う こ と で し ょ う 。 こ こ で は 日 本 の 研 究 機
関 の 主 な 天 文 台 を ご 紹 介 し ま す 。
日 本 の 天 文 台 は 大 学 の 付 属 施 設 に な っ て い る も
の が 多 い よ う で す 。 日 本 の 主 な 天 文 台 を 下 図 に 示
し ま し た 。 最 近 は 空 気 の き れ い な 長 野 県 方 面 に 建
て ら れ る こ と が 多 い よ う で す 。 ま た 、 屯 波 望 述 鏡
や 赤 外 線 望 遠 鋭 と い っ た 普 通 の 望 述 鋭 と は 違 う 観
測 機 器 を 使 用 し た 天 文 台 も あ り ま す 。
望  遠 鏡 に つ い て
天 文 台 の 望 遠 鏡 は 基 本 的 に は 町 の 眼 鋭 屋 さ ん で
売 ら れ て い る 望 遠 鏡 と 同 じ で す 。 望 遠 鏡 は レ ン ズ
を 使 用 す る 屈 折 望 遠 錢 と 1!!1 面 鏡 を 使 用 す る 反 射 望
遠 錢 に 分 け ら れ ま す （ 右 図 参 照 ） 。 レ ン ズ も 凹 面
鏡 も 光 を 集 め る と い う 点 で は 大 差 は あ り ま せ ん 。
た だ 、 大 き な 望 遠 鏡 は 技 術 的 ・ 経 済 的 理 由 に よ り
反 射 鏡 が 用 い ら れ て い ま す 。
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望 述 鏡 の 性 能 を 決 め る 条 件 の 一 つ は レ ン ズ や 凹
面 鋭 の 大 き さ （ 直 径 ） で す 。 よ く 、 1音 率 が 高 い 望
遠 錢 が よ い 望 遠 鋭 だ と 思 わ れ て い る 方 が お ら れ ま
す が 、 こ れ は 誤 柑 で す 。 日 本 の 天 文 台 で 一 番 大 き
な 望 遠 鏡 は 岡 山 天 体 物 理 観 測 所 の も の で 、 主 鏡 の
直 径 が 18cm で す 。 世 界 で 一 番 大 き い の は ソ 辿 の
天 文 台 の 望 述 鋭 で 、 60cm も あ り ま す 。 天 文 台 の門 悶:
屈 折 式 望 述 鋭
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接 眼 レ ン ズ
望 遠 鏡 の 種 類
東 京 天 文 台
東 京 都 全 笛 市 の 住 宅 街 の 中 に あ り ま す 。 昔 は 大
き な 森 だ っ た そ う で す が 、 今 は そ の 面 影 を 少 し 残
し て い る だ け で す 。 束 京 天 文 台 の 歴 史 は 日 本 の 天 /-
文 台 の 歴 史 で も あ り ま す 。
東 京 天 文 台 は 明 治 11 年 に 東 京 大 学 理 学 部 の 観 象
台 と し て 本 郷 に お い て 発 足 し ま し た 。 明 治 15 年 に
気 象 台 を 分 離 し 天 象 台 と 改 称 、 明 治 21 年 に 東 京 天
文 台 と 改 称 、 麻 布 に 移 転 し ま し た 。 そ し て 、 大 正
1 年 に 現 在 の 三 鷹 に 移 転 し ま し た 。 昭 和 20 年 に は
本 館 の 焼 失 で れ 諏 な 記 録 や 研 究 機 器 を 失 い ま し た
が 、 戦 後 急 速 に 復 興 し ま し た 。
東 京 天 文 台 に は 色 々 な 望 遠 鏡 が あ り ま す 。 電 波
望 遠 鋭 、 太 阻 写 真 儀 写 真 天 項 筒 ｀ 貞 紐 品 謎 キ 牛
か ん衷 （ 天 体 の 位 箇 を 正 確 に 測 定 す る 装 置 ） 等 で す 。
一 番 大 き な 望 遠 鋭 は 6 恥 m 屈 折 望 遠 鋭 で す 。 こ の 望
遠 鋭 は 昭 和 4 年 の ド イ ツ 製 で 岡 山 天 f本 物 理 観 測 所
太 陽 写 真 儀
が で き る ま で 長 い 間 、 東 洋 一 の 望 述 鋭 で し た 。 現
・ 在 は 土 星 の 衛 星 （ 土 星 の ま わ り を 回 る 品 、 土 品 の
月 ） の 観 測 に 使 用 さ れ て い ま す 。 東 京 天 文 台 に は
こ の 他 に 20-30cm の 望 遠 鏡 が 数 台 あ り ま す 。
ア ル フ ァ太 陽 写 真 1義 は 水 素 の 出 す Ha 線 と い う 特 殊 な 光
だ け で 太 陽 を 観 測 す る 装 設 で す 。 本 体 は 14cm 屈 折
望 遠 鋭 で 、 そ れ に 特 殊 な 装 置 を つ け た も の で す 。
H a 線 で 太 賜 を 見 る と 太 悌 の 大 気 の 様 子 が よ く わ
か り ま す 。
写 真 天 項 筒 は 観 測 地 点 の 緯 度 ・ 経 度 を 星 を 使 っ
て 測 定 す る 装 置 で す 。
東 京 天 文 台 の 最 新 の 装 沼 は 天 文 台 の 敷 地 の 中 央
う こ う で ん し こ か んに あ る 耐 り ） 光 電 子 午 環 で す 。 子 午 環 と い う の は 天
体 の 位 骰 を 正 確 に 測 定 す る 装 箇 の こ と で す 。 子 午
環 は 19cm の 屈 折 望 遠 鏡 で 、 南 北 方 向 に の み 動 き ま
す 。 子 午 環 の 子 午 と い う の は 昔 の 方 位 の 呼 ぴ 方 の
子 （ 北 ） 、 午 （ 南 ） か ら 来 て い ま す 。 自 動 光 電 子
● ] 環 は 、 星 の 光 を
危 気 的 に 読 み 取 り
1 回 の 観 測 で 12 等
品 ま で の 星 の 位 沼
を O . l 秒 角 （ 角 度
の 1 度 の 3 万 6 千
分 の l) の 精 度 で
測 定 し ま す 。 こ れ
だ け の 精 度 を 保 と
う と す る と 、 子 午
閑 を 機 械 的 に 安 定
に 保 た ね ば な り ま
せ ん 。 そ の 工 夫 と
し て 子 午 哀 を 支 え
る 台 が あ り ま す 。 自 動 光 電 子 午 環
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こ の 台 は 地 下 約 17m に も 達 す る 9 本 の 基 礎 を 使 っ
て い ま す 。 ま た 、 軸 受 も 10 ミ ク ロ ン の 匝 さ に 制 御
さ れ た 油 膜 を 使 用 し て い ま す 。
兄 学 は 東 京 天 文 台 の 指 定 し た 兄 学 日 が あ り ま す
の で 、 そ れ を ご 利 用 下 さ い 。
な お 、 こ の 後 説 明 す る 簗 絵 コ ロ ナ 観 測 所 ・ 岡 山
も の ペ天 体 物 理 観 測 所 ・ 堂 平 観 測 所  ・ 木 曽 観 測 所 ・ 野 辺
ゃ 2山 宇 宙 屯 波 観 測 所 は 束 京 天 文 台 の 付 属 施 設 で す 。
岡 山 天 体 物 理 観 測 所
瀬 戸 内 海 に 面 し た 岡 山 県 と 広 島 県 の 県 境 近 く に
蒻 努 町 が あ り ま す 。 J R 鴨 方 駅 で 論 宵 拍 子 の パ ス
で 20 分 程 の と こ ろ に 、 日 本 で 一 番 大 き な 18cm 反
射 望 遠 鋭 の あ る 岡 山 天 体 物 理 観 測 所 が あ り ま す 。
こ こ に は 博 物 館 も 併 設 さ れ 、 天 文 台 の 模 型 や 宇 宙
の こ と を わ か り や す く 解 説 し た パ ネ ル 等 が あ り 、
便 利 で す 。
岡 山 天 体 物 理 観 測 所 は 昭 和 35 年 に 設 立 さ れ 、 現
在 は 4 台 の 望 遠 鋭 が あ り ま す 。 18cm 反 射 望 遠 鋭 、
91cm 反 射 望 遠 鋭 、 65cm ク ー デ 式 太 賜 望 述 鋭 、 30cm
反 射 望 遠 鋭 で す 。 18c m の 望 遠 鋭 は 、 イ ギ リ ス 製
で 、 全 国 の 研 究 者 が 交 替 で 使 用 し て い ま す 。 観 測
内 容 は 多 方 面 に わ た っ て い ま す 。 晶 の ス ペ ク ト ル
（ プ リ ズ ム 等 で 星 の 光 を 分 け る ） 写 具 や 明 る さ の
変 化 を 測 定 し 、 そ こ か ら 星 の 物 理 的 性 質 を 研 究 し
た り 、 星 雲 や 星 団 、 他 の 銀 河 の 研 究 、 太 陽 系 内 の
天 体 （ 太 隊 ・ 彗 星 ・ 小 惑 星 等 ） の 研 究 等 あ ら ゆ る
分 野 の 研 究 が な さ れ て い ま す 。 そ の た め 研 究 者 の
利 用 が 多 く 、 各 人 の 割 当 て 時 間 が 短 い の が 現 状 で
す 。
望 述 錢 の 観 測 部 分 か ら コ ン ピ ュ ー タ ル ー ム ま で
電 気 信 号 の ケ ー プ ル が い く つ も つ な が っ て お り 、
...---.. 
岡 山 天 体 物 理 観 測 所
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18cm 反 射 望 遠 鏡
時 代 の 進 歩 を 感 じ さ せ て く れ ま す 。
こ れ だ け 大 き な 望 遠 鏡 で す か ら 、 望 述 鏡 が 動 く
時 に は さ ぞ か し 大 き な 音 が 出 る と 思 っ て い ま し た
が 、 意 外 と 静 か な の に 鷲 か さ れ ま し た 。
ド ー ム の 表 面 に は ア ル ミ 板 が 貼 ら れ て い て 、 日
光 を 反 射 し ま す 。 ま た 、 ド ー ム は 二 諏 構 造 に な っ
て お り 、 外 の 気 温 が 変 化 し て も ド ー ム 内 は 余 り 変
化 し な い よ う に 工 夫 さ れ て い ま す 。
床 は 二 つ の プ ロ ッ ク に 分 か れ 、 油 圧 で 上 下 に 動
き 、 観 測 し や す い 位 骰 ま で 観 測 者 を 運 ん で く れ ま
す 。
91cm 反 射 望 遠 鋭 は 星 の 光 の 強 さ や 明 る さ の 変 化
を 測 定 す る の に 主 に 利 用 さ れ て い ま す 。 こ の 望 遠
鏡 は 国 産 初 の 大 型 望 遠 鏡 で す 。 1  
じ ば び さ い . .65cm ク ー デ 式 太 陽 望 遠 鏡 は 太 梯 の 磁 場 や 微 細 籍
ぞ う造 を 測 定 す る た め の 望 遠 鏡 で 、 望 遠 鋭 の 光 の 通 り
道 に マ グ ネ ト グ ラ フ と い う 観 測 装 沼 が あ り ま す 。
こ の 望 遠 鏡 は 昭 和 43 年 に 完 成 し ま し た 。 現 在 は 昼
間 は 太 勝 を 、 夜 は 明 る い 星 の 徴 細 構 造 を 調 ぺ る こ
と に も 使 わ れ て い ま す 。
博 物 館 と 18cm の 望 遠 鋭 が 見 学 で き ま す 。
マ グ ネ ト グ ラ フ （ 磁 場 観 測 装 置 l
花 山 天 文 台
天 文 台 と し て 昭 和 4 年 に 設 立 さ れ ま し た 。 イ ギ リ
月  ・ 火 品 ・ 金 星
・ 小 惑 星 の 観 測 が 行 わ れ ま し た 。 30cm 屈 折 望 述 鏡
は 昭 和 43 年 に ド イ ツ 製 の 45cm 屈 折 望 述 鋭 に グ レ ー
ド ア ッ プ さ れ ま し た 。 し か し 、 京 都 市 の 都 市 化 に
と も な い 、 京 都 大 学 で は 、 よ り 良 い 観 測 条 件 を 求
ひ だめ て 昭 和 43 年 に 岐 阜 県 に 飛 騨 天 文 台 を 設 立 し 、 60
cm 反 射 望 遠 鋭 を 飛 騨 天 文 台 に 移 し ま し た 。
そ の 後 、 花 山 天 文 台 に は 画 像 処 理 等 の コ ン ビ ュ
ー タ 解 析 シ ス テ ム を 祁 入 し 、 今 日 に 至 っ て い ま す 。
見 学 は で き ま せ ん 。
飛 騨 天 文 台
岐 阜 県 神 岡 町 か ら 棗 絃 岳 方 面 よ り に あ る 大 雨 見
山 山 上 に あ り ま す 。 昭 れ た 日 に は 釆 鞍 岳 が よ く 見
え る と こ ろ で す 。 飛 葬 天 文 台 に は 花 山 天 文 台 の 60 '-
cm 反 射 望 遠 鋭 、 65cm 屈 折 望 遠 鏡 、 そ し て 飛 騨 天 文
台 の 最 大 の 特 徴 で あ る 60cm ド ー ム レ ス （ 天 文 台 に
あ る ド ー ム が な い ） 太 協 望 遠 鏡 が あ り ま す 。
ド ー ム レ ス 太 9給 望 述 錢 は 太 躁 観 測 の 邪 脱 に な る
空 気 の ゆ ら ぎ の 影 響 を 受 け な い よ う な 工 夫 が 随 所
に な さ れ て い ま す 。 第 一 に ド ー ム に よ る 熱 の 影 響
を 避 け る た め 、 ド ー ム を と り さ っ た ド ー ム レ ス 方
式 を と っ て い ま す 。 第 二 に 地 表 付 近 の 乱 流 の 影 響
を 避 け る た め 、 地 上 か ら の 高 さ を 高 く と っ て い ま
す 。 ま た 、 塔 の 熱 の 影 響 を 避 け る た め 、 塔 の 壁 は
冷 却 し て い ま す 。 第 三 に 、 望 遠 鏡 で と ら え た 太 陽
の 像 を 測 定 器 に it/, <  PJJ の 通 り 道 を 兵 空 に し 、 そ の
間 の 空 気 の ゆ ら ぎ の 影 響 を 受 け な い よ う に 工 夫 し
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て い ま す 。 こ の こ
と に よ り 、 こ の 望
遠 鏡 は 世 界 で も 屈
指 の 性 能 を 有 し 、
太 陥 活 動 に 関 し て
新 し い 事 実 が わ か
っ て き ま し た 。
下 の 写 真 は ド ー
ム レ ス 望 遠 鏡 で 撮
影 し た 太 F易 黒 点 付
近 の 拡 大 写 其 で す 。
ア ル 7 ァ水 業 の 出 す Ha 線
●  ,I  r- _ di < ~ と い う 特 殊 な 光 で
ド ー ム レ ス 望 遠 鏡 息 点 （ 中 央 の 黒 い
部 分 ） 付 近 の 磁 場 の 様 子 が よ く わ か り ま す 。 ま た 、
時 折 見 ら れ る 太 肋 面 の 小 さ な 爆 発 （ フ レ ア ー ） の
観 測 に 威 力 を 発 揮 し て い ま す 。
飛 騨 天 文 台 で は こ の 他 に 、 惑 星 や 彗 星 等 の 太 賜
系 天 体 の 精 密 を 要 す る 観 測 を 行 っ て い ま す 。 特 に
火 星 の 四 季 の 変 化 や 高 い 山 に か か る 雲 の 発 生 等 の
観 測 は 、 火 星 を 回 る 人 工 衛 星 の な い 現 在 、 阻 要 な
観 測 で す 。
見 学 は 教 育 研 修 を 目 的 と す る 団 体 の み 可 能 で 、
事 前 に 天 文 台 の 許 可 を 得 る 必 要 が あ り ま す 。．  
H a 線 で み た 太 陽 黒 点
乗 鞍 コ ロ ナ 観 測 所
らヽ釆 鞍 岳 の 昼 平 の 駐 車 場 か ら 南 の 方 角 を 見  る と 山
の 上 に 白 い ド ー ム が 見 え ま す 。 こ れ が 乗 鞍 コ ロ ナ
観 測 所 で す 。 駐 車 場 か ら 歩 く と 約 30 分 程 か か り ま
す 。 観 測 所 の あ る
所 は 海 抜 2876m で
昭 和 24 年 に 設 立 さ
れ ま し た 。 こ の よ
う な 高 い 所 に あ る
の は 太 釉 の 外 側 を
と り ま く 希 薄 な 大
気 （ 表 面 か ら 約 l
万 km の 森 さ ま で を
鱈 、 そ の 外 側 数
百 万 km を コ ロ ナ と
呼 ぶ ） を 観 測 す る
た め 、 地 球 の 大 気
の 影 響 を 避 け る た
め で す 。 2 5 c m コ ロ ナ グ ラ フ
コ ロ ナ 親 測 所 と は い う も の の 太 肋 の 大 気 全 般 の
研 究 が 行 わ れ て い ま す 。 こ こ に は 太 梯 観 測 専 用 の
望 述 鋭 が 二 台 あ り ま す 。 10cm コ ロ ナ グ ラ フ と 25cm
ク ー デ 型 コ ロ ナ グ ラ フ と 呼 ば れ る も の で 、 普 通 の
望 遠 鋭 と は 構 造 が 少 し 異 な っ て い ま す 。 特 に 太 陰
の 光 を プ リ ズ ム 等 で 分 け て 、 解 析 し た り 、 太 陽 の
光 の あ る 部 分 （ 特 定 の 波 長 ） だ け で 太 梯 の 写 真 を
撮 影 す る こ と が で き ま す 。
下 の 写 其 は 太 F品 の 紅 炎 （ プ ロ ミ ネ ン ス ） と 呼 ば
れ る も の で 、 太 楊 の コ ロ ナ と い う 高 温 の 大 気 の 中
（ 温 度 は 10 万 度 位 ） に 浮 か ん で い る 低 温 の ガ ス
（ 温 度 は 1 万 度 位 ） の か た ま り で す 。 紅 炎 は 大 き
さ や 形 も ま ち ま ち で 、 激 し く 変 化 す る も の も あ り
ま す 。
な お 、 コ ロ ナ 観 測 所 の 冬 の 気 温 が 一 20 ℃ 以 下 に
下 が り 、 交 通 は 途 絶 し 、 食 料 は 貯 蔵 食 品 を 、 水 は
雷 を と か し て 使 用 し て い ま す 。 こ の よ う な 哀 境 の
プ ロ ミ ネ ン ス
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中 で 真 冬 に お い て も 晴 れ て い る 限 り 観 測 は 行 わ れ
て い ま す 。
見 学 は 可 能 で （ 午 後 力 喧 ！ ま し い ） 、 事 前 に 束 京
天 文 台 内 の 釆 鞍 コ ロ ナ 観 測 所 係 の 許 可 を 得 る 必 要
が あ り ま す 。 ま た 、 許 可 が あ っ て も 観 測 に 忙 し い
場 合 は お こ と わ り す る 場 合 も あ る と の こ と で す の
で 、 ご 注 衣 下 さ い 。
木 曽 観 測 所
み lf r > U ん た It長 野 県 の J R 上 公 駅 よ り 御 岳 の 方 に 車 で 30 分 程
入 る と 昭 和 49 年 に 設 立 さ れ た 木 曽 観 測 所 が あ り ま
す 。 北 西 に 木 曽 御 岳 山 、 東 に 木 曽 駒 ヶ 岳 を の ぞ む
高 台 に シ ュ ミ ッ ト 望 遠 錢 と し て は 世 界 第 四 位 の ロ
径 を も つ 105cm シ ュ ミ ッ ト 望 遠 鏡 と 月 の な い 夜 の
か す か な 光 を 測 定 す る 表 癸 況 観 測 装 踏 が 設 沼 さ れ
て い ま す 。 観 測 所 に は シ ュ ミ ッ ト 望 遠 鏡 で 撤 影 さ
れ た 大 型 写 真 の デ ー タ を 活 用 す る た め に 各 種 測 定
器 や コ ン ピ ュ ー タ の 設 備 も 備 え ら れ 、 広 く 国 内 や
外 国 の 天 文 学 者 に 利 用 さ れ て い ま す 。
シ ュ ミ ッ ト 望 遠 鏡 と は ド イ ツ の シ ュ ミ ッ ト に よ
り 考 案 さ れ た 、 広 い 空 の 範 囲 を 暗 い 天 体 ま で 能 率
よ く 写 真 に 撮 る た め に 工 夫 さ れ た 望 遠 鋭 で す 。 ロ
径 は 105cm で す が 、 中 に 使 用 さ れ て い る 凹 面 鏡 は
150cm も あ り ま す 。 ま た 、 そ れ に 使 用 さ れ る フ ィ
ル ム は ガ ラ ス で で き た 乾 板 と よ ば れ る も の で 、 そ
の 一 辺 の 大 き さ は 36cm で す 。
こ こ で は 、 シ ュ ミ ッ ト 望 遠 鋭 の 前 に フ ィ ル タ ー
や プ リ ズ ム を 取 り 付 け 、 星 や 銀 河 の 物 理 的 性 質 を
研 究 し て い ま す 。 ま た 、 広 い 空 の 範 囲 を 撮 影 で き
る こ と を 利 用 し て 、 小 惑 星 の 捜 索 が 行 わ れ て い ま
す 。
ま た 、 月 の な い 夜 の か す か な 光 を 測 定 す る 夜 天
木 曽 観 測 所 シ ュ ミ ッ ト 望 遠 鏡
光 の 観 測 は 人 工 の 光 が な い 、 空 気 の 澄 ん だ 所 で な
い と 観 測 で き ま せ ん 。 夜 天 光 の 原 因 は
(J)  地 球 の 邸 Jtlj の 大 気 が 光 る も の
(2) 太 腸 系 内 の ち り が 光 る も の
(3) 肉 眼 で は 兄 え な い 星 の 光 に よ る も の
が あ り ま す 。 こ の 研 究 は 世 界 各 地 の 天 文 台 と 協 力
し て 行 わ れ て い ま す 。
見 学 は 毎 月 第 一 金 耀 と 第 三 金 躍 の 午 後 2 時 か ら
4 時 の 間 が 可 能 で す 。 毎 年 8 月 の お 盆 の 頃 の 2 日
間 に も 一 般 公 開 が あ り ま す 。
堂 平 観 測 所
唸 ば ヽ ら関 東 平 野 の 北 西 の 緑 に あ る 至 平 山 の 山 頂 に 昭 和
台 の 付 属 施 設 と い う こ と で 三 鷹 の 近 く に 建 設 さ れ
新 星 ・ 彗 星 出 現 と い っ た 緊 急 の 観 測 に 対 処 で き る
よ う に な っ て い ま す 。 故 近 は 新 し い 親 測 装 置 の 開
発 に も 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い ま す 。
観 測 器 材 は 91cm 反 射 望 遠 鏡 と 50cm 彗 晶 写 真 條
（ シ ュ ミ ッ ト 望 遠 鏡 ） 、 レ ー ザ ー 測 距 装 笛 で す 。 91
cm 反 射 望 遠 鋭 は 日 本 製 で 、 多 方 面 に 利 用 さ れ 、 星
や 銀 河 の 光 を 測 定 し た り 、 小 惑 星 や 衛 星 の 写 其 撮
影 や 光 を 測 定 し た り し て い ま す 。 50cm 彗 星 写 其 悩
は 彗 品 だ け で な く 、 星 雲 や 小 惑 星 等 の か す か な 天
体 の 写 真 撮 影 に 威 力 を 発 揮 し て い ま す 。 レ ー ザ ー
測 距 装 置 は 宇 宙 開 発 事 業 団 が 打 上 げ た 「 あ じ さ い 」
等 の 人 工 衛 星 に レ ー ザ ー を 送 り 出 し 、 戻 っ て き た
レ ー ザ ー か ら 人 工 衛 星 ま で の 距 離 を 測 定 し て い ま
見 学 は 毎 月 第 一 金 曜 と 第 三 金 耀 の 午 後 1 時 か ら
3 時 に 行 っ て い ま す 。
堂 平 観 測 所 91cm 反 射 望 遠 鏡
．  10  m 電 波 干 渉 計野 辺 山 宇 宙 電 波 観 測 所野 辺 山 太 陽 電 波 観 測 所
長 野 県 と 山 梨 県 の 県 境 に J R の 中 で 最 も 標 高 の
の  べ や ま高 い 野 辺 山 駅 が あ り ま す 。 こ こ は 八 ヶ 岳 の ふ も と
で 高 原 野 菜 で 知 ら れ て い る 染 色 の 美 し い と こ ろ で
す いす 。 そ の 野 辺 山 駅 の 少 し 南 に 技 術 の 枠 を 集 め て 作
ら れ た 野 辺 山 宇 宙 地 波 観 測 所 が あ り ま す 。
野 辺 山 に は 昭 和 4 年 よ り 太 陽 屯 波 観 測 所 が あ り
太 陽 か ら の 屯 波 を 観 測 し て い ま し た 。 そ の 敷 地 に
接 し て 、 昭 和 57 年 に 宇 宙 屯 波 観 測 所 が お か れ 、 45
m 屯 波 望 遠 鋭 、 10m 屯 波 干 渉 計 (5 台 ） が 設 置 さ
れ ま し た 。
45m 逍 波 望 述 鋭 は 宇 宙 空 間 に あ る 分 子 の 出 す 屯
波 を 観 測 で き る よ う に 設 計 さ れ た も の で す 。 宇 宙
空 間 は 地 球 上 で 作 る こ と の で き る 其 空 よ り も ま だ 、
真 空 に 近 い 、 何 も な い 空 間 で す 。 た だ 、 そ の 中 に
・ 少 し 分 子 が た く さ ん あ る と こ ろ が あ り ま す 。 地 波
望 述 鋭 を 使 え ば 、 そ れ が ど の よ う な 稲 類 の 分 子 か
見 分 け る こ と が で き ま す 。 ど の よ う な 種 類 の 分 子
か が 分 か れ ば 、 そ の 空 間 で 何 が 起 こ っ て い る の か
が わ か り ま す 。 例 え ば 、 星 が 誕 生 し て い る 所 、 超
新 品 の 大 爆 発 が 起 こ っ た 所 等 が わ か る の で す 。 45
m 危 波 望 遠 鋭 は 世 界 の 中 で も 高 性 能 の 屯 波 望 辿 鋭
で す 。 真 近 で み る 45m 屯 波 望 遠 錢 の 大 き さ に は き
っ と 圧 倒 さ れ る こ と と 思 い ま す 。
ま た 、 }Om 屯 波 竿 渉 瞥 ‘は 直 径 10m の 屯 波 望 遠 錢
で 、 5 台 で 1 組 に な っ て い ま す 。 こ の 屯 波 望 辿 錢
を レ ー ル の 上 を 移 動 さ せ 、 そ れ を 合 成 す る こ と に
よ っ て 直 径 600m の 危 波 望 述 鋭 に 阻 蔽 す る 屯 波 望
遠 鋭 を つ く る こ と が で き る と い う も の で す 。 合 成
す る 際 に 、 1彫 波 の 干 渉 と い う 性 質 を 利 用 す る の で
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干 渉 計 と い う 名 前 が つ け ら れ て い ま す 。 こ の 合 成
の 作 業 に は 大 型 コ ン ビ ュ ー タ が 活 躍 し ま す 。
太 肋 屯 波 観 測 所 は 1 60 メ ガ ヘ ル ツ 干 渉 計 ( 17 台 ） 、
1 7 ギ ガ ヘ ル ツ 干 渉 計 (15 台 ） 等 を 通 し て 、 太 闇 面
の 爆 発 現 象 （ フ レ ア ー） の 屯 波 観 測 等 を 行 っ て い
ま す 。 メ ガ ヘ ル ツ 、 ギ ガ ヘ ル ツ と い う の は 他 波 の
周 波 数 を 表 す 言 葉 で す 。 こ の 屯 波 望 述 鏡 も 先 程 の
lOm 屯 波 干 渉 計 と 同 じ く 、 十 数 台 の 屯 波 望 述 鋭 を
仙  っ て 、 一 つ の 大 き な 屯 波 望 遠 鋭 に す る も の で す 。
特 に 160 メ ガ ヘ ル ツ 干 渉 計 は 東 西 2300m 、 南 北 140
m に わ た っ て 設 置 さ れ て い ま す 。
見 学 は 受 付 に 申 し 出 れ ば 一 部 を 除 い て 自 由 に で
き ま す 。 ま た 、 45m 竜 波 望 遠 鏡 の 近 く に は 展 示 館
が あ り 、 ガ ラ ス ご し に コ ン ト ロ ー ル ル ー ム を の ぞ
く こ と が で き ま す 。
な お 、 今 回 掲 載
し た 天 文 台 以 外 に
も 観 測 施 設 が あ り
ま す が 、 省 略 さ せ
て い た だ く こ と を
お 詫 ぴ い た し ま す 。
原 税 を 魯 く に あ
た っ て は 、 直 接 、
取 材 し た り 、 各 天
文 台 の パ ン フ レ ッ
ト 、 「 天 文 月 報 」
（ 日 本 天 文 学 会 ）
「 日 本 の 天 文 台 」
（ 誠 文 堂 新 光 社 ）
を 参 考 に し ま し た 。 太 陽 電 波 望 遠 鏡
＊ 天 文 台 住 所 ＊
＊ 岡 山 天 体 物 理 観 測 所 岡 山 県 浅 口 郡 鴨 方 町
大 字 本 庄
＊ 花 山 天 文 台 京 都 市 山 科 区 北 花 山 大 蜂 町
＊ 木 曽 鋭 韻 I] 所  ・長 野 県 木 杓 郡 三 岳 村
＊ 東 京 天 文 台 東 京 都 三 朕 市 大 沢 2 - 21 - 1  
＊ 堂 平 観 測 所 埼 玉 県 比 企 郡 都 幾 川 局 区 内
＊ 野 辺 山 宇 宙 屯 波 観 測 所 ・ 太 賜 電 波 観 測 所
長 野 県 南 佐 久 郡 南 牧 村 野 辺 山
＊ 釆 鞍 コ ロ ナ 観 測 所 長 野 県 南 安 位 郡 安 曲 村
＊ 飛 騨 天 文 台 岐 阜 県 吉 城 郡 上 宝 村 蔵 柱
（ わ た な ペ ・ ま こ と 天 文 担 当 学 芸 員 ）
